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ま え が き 

 

 日本では現在いわゆる団塊の世代といわれる人々が 60 歳代前半層になっている。同時に

60 歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合は増加している。今後、しばらくは若い労働力

の減少が続くこともあり、公的年金の健全運営を図る上からも 60 歳代前半層の人々が職業

能力を発揮して働いていけるようになることは社会的な要請になっている。本書はこうした

事情を背景として、60 歳から 65 歳までの労働者を主たる対象として職業に関する意識と行

動を調査した結果をまとめたものである。 

日本では現在では、60 歳代前半層の労働者には定年退職を経験した者が多い。定年によっ

て退職すると、正社員から嘱託社員に雇用上の身分が変わったり、賃金額が大幅に減少した

りするなど働くことに関する諸条件が定年前と異なることが多くなっている。本書は 60 歳

から 65 歳までの労働者の多くが経験しているそうした働く条件の変化とその影響について

分析してまとめている。日本では、国の高齢者雇用対策は 60 歳代の雇用確保と中高年期以

降の再就職促進が主要な柱として進められているが、本書はそのうちの、定年後の継続雇用

と再就職に関連した事柄を多く取りあげた。 

また、実施した調査は労働者に対する個人調査であり、かつ、労働者が自分が定年後に働

く環境・条件をどのように受け止めているかについて把握したものである。それは企業等の

施策が労働者の側からみた時にはどのような効果をもち得るのかという情報でもある。働く

人々が職業キャリアの仕上げ方を考える際に、あるいは、企業等で定年後の労働者の雇用管

理を行う際に、参考となる情報を提供することになっていれば幸いである。 
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